
─長年ボランティア活動を続けてこられた原動力は何ですか？
１１年間活動を続けてこられた理由は、「地域で必要とされている」という事がやりがいとなったからだと思います。
自分自身が活動を行っていく中で地元での交流が育まれ、地域とのつながりが生まれてきました。

─ボランティア活動で難しい点はどこですか？
一番難しい点は安全管理ですね。活動全体のリスクマネジメントを行っていくことに非常に気を遣いました。例え
ば、利用者の転倒防止や送迎時の事故などに気をつけていましたね。

─ボランティア活動を休止した理由は？
送迎が難しくなってきた事（※）が挙げられますが、担い手の高齢化も大きな要因です。その他にも一部のボランティ
アへの負担増加、助成金の減額など様々な要因が重なり、休止という形をとる事になりました。
しかし、ボランティア活動者はいなくなった訳ではなく、地域にとって大きな財産であると思いますし、別の形で活
かしていきたいと思っています。

─最後に一言。

ボランティアグループもみじ代表。
新吉田地域ケアプラザを拠点とし
てミニデイサービス（高齢者の日中
の居場所づくり）などを11年間
行ってきた。今年度はミニデイの活
動を休止し、新たな活動を模索中。

藤岡 圭子さん
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港北区内公立・私立保育所の地域子育て支援事業を
まとめた情報誌。5月8日の乳幼児健診で配布します。

みんな注目!!

【開催日】
月・火・木・金  10：30～15：30

「だれもが集える交流の場・居場所づくり」を目的に、区社
協の重点計画にあげられている「みんなの居場所」づくり。
区内3ヵ所目となる「ふらっと高田」が高田郵便局のそば
に4月8日（火）、ついにオープン！！高田地区社協メン
バーが愛情を込めて作り上げた、とても素敵な「居場所」で
す。赤ちゃんから高齢の方まで、誰もが「ふらっと」立ち寄
れる場所として、地域の方に愛されるスペースになれるよ
う、区社協もどんどんPR
していきたいと思いま
す！いつも暖かい笑顔で
お待ちしてます。港北区内のボランティア団体や障がい者団体な

どの情報をまとめた情報誌　一次相談機関
（地域ケアプラザ、民生委員児童委員など）向け
に配布します。

港北区社協では４
～５月に２種類の

冊子を発行します！詳しいことはホームページで
も随時お伝えしていきますので、チェックしてね♪

①保育所地域子育て支援情報誌

②コボット（港北ボランティアネットワーク）

何事もポジティブにとらえて今後もより良い活動を行って行えればと思っています。　
※平成18年から、道路交通法の規制により、福祉有償運送には、国土交通省の許可が必要になりました。
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赤ちゃん、高齢の方、障がいのある
方、私たちが住む地域には、実はいろ
んな人が住んでいます。

いろんな人の「もっと私たちを知って
ほしい」を、私たちは、わかりやすくみ
なさんにお伝えしていきます。きっと
みなさんにとっても役立つ情報があ
るはずです。まずはHPにアクセスを！

具体的な事業
HPの充実、
広報紙・パンフレットの活用

障がいのある方や、支援が必要な方
も安心して暮らせるように、さらに
ご本人が自らの選択で暮らしていけ
るように、さまざまなサービスや事
業を行っていきます。
困ったときはご相談ください。
どうしたらいいのか、一緒に考えて
いきましょう。

具体的な事業

あんしんセンター事業
移送サービス事業
障がい者余暇支援事業の実施
生活福祉資金事業 など

http://www.kouhoku-shakyo.jp

いろんな人のいろんな思いを
大事にしたい…

みんなが幸せに暮らせるように…

みんなが暮らしやすい街をみんなの力でつ
くっていく。これが社会福祉協議会の最大
の目的です。そのために、さまざまな団体や
組織とネットワークをむすび、それをみん
なのネットワークへとつなげていきます。

お互いに助け合える街になったら、もっと笑顔
が増えるはず、そう信じて活動していきます。

具体的な事業

ボランティアセンターの運営、
地区社協の支援、
みんなの居場所づくり、
地域ケアプラザとの連携、
子育てサポートシステム、 など

みんなで暮らしやすい街を
つくっていこう…

みんなが暮らしている街だから…

みなさまに信頼してもらえる組織で
いられるよう、運営の見直し・適正化
を随時行っていきます。

みなさんと一緒にこの街をもっと良
くしていきたい。そのために、いつで
もみなさんときちんと向き合えるよ
う、自己研鑽を積んでいきます。もっ
とみなさんのお役にたてるよう、みな
さんからの声も聞かせてください。

具体的な事業

職員の育成、財政運営の適正化、
リスク マネジメントの推進
苦情解決システムの充実 など

みなさんのお役にたてるよう、
常に自分達を磨いていきます。

だれもが安心して
　　　暮らせるように…
ひとりひとりが大切だから…

みんなが持っているその願いを実現するためには、お互いが支え合えるような
活動が必要です。社会福祉法に規定された「地域福祉の推進核」として、港北区
社会福祉協議会は会員・住民のみなさんと協働で「福祉のまちづくり～誰もが、
自分らしく、安心して、暮らしていける社会」を創造していきます。
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